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研究成果の概要（和文）：　母親が妊娠中、胎児に向けて音楽胎教を実施し、その後出産後も1年間、胎教と同
じ音楽体験を母親が実施することで、乳児から幼児期の発達が促進されることを明らかにしようとした。その結
果、1歳児では女児が男児よりも発達が有意に速いことが明らかとなった。また、3歳児において「妊娠期間のみ
音楽活動を行ったグループ」に比して、「音楽胎教を行いさらに出生後その音楽活動を1年間続けたグループ」
は有意に発達していることが明らかとなったことから、出生後の発達に1年間音楽活動を継続した効果があった
ということが示唆された。また、総合的に発達の効果が表れるのは、1年くらいたってからであることの可能性
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：　The study attempted to determine whether the mothers' musical antenatal 
care and the implementation of the same musical experiences as antenatal care by the mothers during 
the first year after birth would accelerate development from infancy to early childhood.　The 
results showed that at the age of one year, girls developed significantly faster than boys. In 
addition, it was found that 3-year-olds in the group that received musical prenatal care and 
continued musical activities for a year after birth developed significantly faster than the group 
that received musical activities only during pregnancy, suggesting that a year of continuous musical
 activities had an effect on postnatal development. It was also suggested that the overall 
developmental effects may not be apparent until after about one year.

研究分野： 保育内容（表現）及び幼児教育（音楽）

キーワード： 音楽胎教　KIDS乳幼児発達スケール　生後一年間の音楽活動体験　母親の生の歌声　生のオルゴール音

  １版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　胎教に加えて生後1年間の音楽活動が総合的発達において有意な差が出てきたことから、胎児、及び生後1年間
の新生児に対して生の音楽的刺激を与えることが有効であることが示唆された。また、母親は音楽胎教や音楽活
動を子どもに行うことに肯定的にとらえていたことから、今後母親による音楽胎教及び出生後の音楽活動が科学
的裏付けを持って行うことができ、さらにはマタニティーブルーや産後うつの軽減につながる可能性も見えてき
たところに社会的意義があると思われる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

(1) 胎児期の胎教においては、生まれてきた子どもの発達によいとして、音楽や読み聞か

せ、語り掛けなどの様々な方法が考案され育児雑誌などに掲載されているが、その効果に

ついては科学的根拠が乏しいと思われるものが少なくない。実際にクラシック音楽、とく

にモーツァルトの曲を聴くと頭が良くなるというモーツァルト効果が巷に広がる中で、

このモーツァルト効果は見られなかったという研究もあるように、胎教をする効果につ

いては否定的な意見も多くある。 

また、LP などアナログの音ではα波が増大するが、CD などのデジタル音を聴くとα波

が減じ、快適性の指標となるα波のポテンシャルが減ずる(大橋・仁科ら、1992)という研

究報告がある。岡村・関島(2011)は、デジタル音としての CDで音楽を聴いたときの、母親

自身の意識を調査している。さらに、胎教は生まれてきた子どもの発達によいという俗説

に対して、はたして生の音(母親の声、オルゴール音)を聴かせた胎児は、出生後発達が良

くなるのか検証するため、妊婦に対して音楽胎教教室を開催し、出生後 KIDS 乳幼児発達

スケールによって子供の発達を測定している。 

(2) 人の神経回路は生後間もなくから大量に作りだされ,刺激を与えて使った回路だけが

残り、あとは溶けてしまうという現象を臨界期といい、五感に関わっている（小泉、2014）

としている。すなわち、ヒトの子どもにとって、胎内から始まった脳内のシナプスの増加

に対応して、五感に適切な刺激を与えて、シナプスの溶けていくのを防ぐには生後 1年が

特に重要な時期であるということである。 

 

２．研究の目的 

岡村によると、音楽胎教を実施した新生児の発達に関しては、母親対象のアンケート調査

から出産後１年目までは胎教の効果を感じている一方で、２年目からは、発達の速度が急速

に遅くなると感じていたことが明らかになった。これは、音楽胎教を毎日実施していた母親

も、出産後は特に系統だてて、音楽体験をさせていないことによるものではないかと推察し

た。人間のシナプスは出産後８カ月くらいでピークに達し、その後減少するという研究があ

ることを小泉(2014)は述べている。そこで、母親の生の歌声や生のオルゴールで音楽胎教す

るとともに、出産後１年間、胎教と同じ音楽体験を母親が実施することで、シナプスの減少

が抑えられ、乳児から幼児期の発達が促進されるのではないかということを明らかにする。 

 

３．研究の方法 

(１) 研究対象者向け音楽胎教指導を行うための手順、オルゴールなど貸与するものおよ

び妊婦への協力依頼文、説明文、資料などの準備を行ったうえで、研究協力先の産婦人科医

院にて、半年を３期に分け、1講座あたり５～１０名、全講座２回で音楽胎教教室を開催す



る。その際、研究協力者である母親にオルゴールを貸出し、オルゴールの聞かせ方、歌い方

など音楽胎教の進め方について実践を通じて練習する。 

(２)音楽胎教を実施した胎児が生まれた後、NIRS（近赤外光脳機能測定装置）を使用して、

新生児の脳内神経活動の検査を実施する。 

(３)同時に母親にアンケート調査および「KIDS 乳幼児発達スケール」による測定を行う。

この母親へのアンケート調査及び「KIDS 乳幼児発達スケール」による調査は、生後半年、

１年、２年、３年、４年を経過した子供の母親に対して継続して行う。また生後 4年を経過

した子供に対しては NIRS（近赤外光脳機能測定装置）を使用して、脳内神経活動の検査を

実施する。 

なお本研究の調査実施にあたっては本研究の目的や方法、個人情報の留意について、研究協

力産婦人科医院関係者、および研究協力保護者に説明し、調査協力に関して書面にて同意を

得ている。また東京福祉大学倫理不正防止専門部会の承認を得た（東福大倫審 2017‐02 号）。 

以上が、当初予定していた実施方法であった。音楽胎教教室実施までは順調に進んだが、

2019 年末から始まった COVID-19 感染拡大の影響、つまりコロナ禍の中で、多くの人が外

出の制限、人同士の接触の制限などを余儀なくされ、その結果、NIRS による脳内神経活動

の検査は全く実施できなくなった。当初はコロナ禍による影響がどこまで続くか不透明で

あったため、研究期間を延長し、NIRS 測定が再開できる時期を待つことにしていた。が、

外出自粛や、ソーシャルディスタンスなどの行動変容により、研究協力者の自宅に訪問し、

母親や子どもに近距離で機材を装着するような NIRS 測定の実施は濃厚接触となり不可能で

あると判断し、その上再開をこれ以上待っても対象の子どもは成長していくことから、２年

間測定計画を延長したが、その後は測定そのものを断念せざるを得なかった。しかし、その

間も「KIDS 乳幼児発達スケール」による測定、および「母親のアンケート調査」は継続して

可能であったことから、「KIDS 乳幼児発達スケール」「母親のアンケート調査」は研究を延

長し生後４年まで継続して実施した。「KIDS 乳幼児発達スケール」「母親のアンケート調査」

の回答などの資料を分析することによって結果を出すこととした。なお、これらの調査は、

生後半年、１年、２年、３年、４年を経過した子どもの母親に対して継続して実施した。 

 

４．研究成果 

(１) 「KIDS 乳幼児発達スケール」の分析結果 

表１  １歳児における総合発達指数の男女間の有意差 

①音楽胎教、生後音楽活

動を実施した研究協力者

の子供を対象に比較検討

を行った結果、多くの認知的・心理的特性で男女差はないと言われているが、1歳児では女

児が男児よりも発達が有意に速いことが明らかとなった。すなわち、例えば「女性はおしゃ

べり」というステレオタイプが支持される結果となった。しかし、この男女差は音楽胎教の



有無とは関係ない結果となった。また、それ以降の年齢では、性差に有意差がなくなったが、

これは、家庭あるいは保育施設における共有環境と教育の効果から、性差よりも個人差が大

きくなった結果と考えられる。 

表２ ３歳児における総合発達指数の介入における有意差 

②「KIDS 乳幼児発

達スケール」の測定結

果を、音楽胎教及び音

楽活動を行った研究

協力者の子どもを対

象とした『妊娠期間のみ音楽活動グループ』および『１歳まで音楽活動継続グループ』『音

楽活動なしグループ』との比較検証を行った。３歳児において、『音楽活動なしグループ』

に比して『妊娠期間のみ音楽活動グループ』および『１歳まで音楽活動継続グループ』のほ

うが顕著に発達していることは、胎教の効果という可能性を示唆しているといえる。 

さらに３歳においては『妊娠期間のみ音楽活動を行ったグループ』に比して、『音楽胎

教を行い更に出生後その音楽活動を１年間続けたグループ』は有意に発達していることが

明らかとなったことから、出生後の発達に１年間音楽活動を継続した効果があったという

ことが示唆された。なお、総合的に発達の効果が表れるのは、１年くらいたってからであ

ることの可能性が示唆された。 

(２)母親のアンケート調査の分析 

 アンケート調査を行った結果の中では発達指数に関係なく、多くの母親が胎教の効果を

認めている結果となった。具体的には、生後半年に 28 名中、効果があったとしたのは 20名、

わからないとしたのは８名で効果がないと感じた母親はなかった。また、生後１年では 21

名中効果があったとしたのは 12 名、わからないとしたのは７名で、効果がないと感じた母

親はなかった。さらに生後２年目では 27 名中 13 名が効果ありとし、少なくとも 1 年目ま

では効果があったとしている母親が５名おり、効果がないとした母親は１名であった。 

 このように、発達指数に関係なく、音楽胎教に関して肯定的にとらえている母親が多くい

ることから、母親の自由記述に関してはさらに詳細な分析を行い、今後も論文として発表す

る予定で準備を進めているところである。 

 母親が音楽胎教および生後の音楽活動を実施することに肯定的であったという結果は、

母親と子どもの愛着関係を育むきっかけのひとつになっていることも示唆され、本研究は

子どもの発達にどう影響があるかを調査してきたが、音楽胎教や音楽活動がいわゆる「マタ

ニティーブルー」や「産後うつに悩む母親」のフォローに役立つ可能性も新たに見えてきた。

今後も母親と子どもの関係性に音楽はどう関わっているのか、調査を継続したい。 
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